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１．はじめに

持続可能型社会へ向け、既存住宅ストックの有効活用

が叫ばれている。その中で、昭和 40 年代に建設された集

合住宅の多くは、現在の住宅と比較して躯体床の厚さが

薄いため、現在の機能水準を維持する上で、上下階の生

活音対策が必要になる。特に、重量床衝撃音は、仕上材

によってその性能を向上させることは一般に難しいとさ

れており、躯体増し打ち等の大規模な改修工事が必要に

なるため、改修が進まないと予想される。

そこで、本研究では、大規模な改修工事を必要としな

い床衝撃音改善工法を開発することを目的に、対象とな

る昭和 40 年代建設の集合住宅において、床の仕様を変え

て床衝撃音遮音性能、振動測定を行ったので、３報にわ

たり報告する。

本報は、今回研究対象とした実建物における試験概要

と床衝撃音遮音性能の測定結果について報告する。

２．試験概要

２．１測定した住戸

図１に試験に使用した住戸の平面図と加振位置及び受

音位置を図中①～⑤に示す。なお、試験を行った住戸は

ＲＣ壁式構造の集合住宅上下２室で躯体床厚さは 110mm

である。

２．２試験体の仕様

表１に試験体仕様を示す。図２に試験体概要図を示す。

図に示すように本工法では従来の乾式二重床の下に鋼材

(梁)を配置し、二重床上の振動の一部を躯体床端部(拘束

部)へ伝達することで、遮音性能の向上を意図した工法で

ある。

写真１ ﾊﾞﾝｸﾞﾏｼﾝによる加振 写真２ ｲﾝﾊﾟｸﾄﾎﾞｰﾙによる加振状況写真１ ﾊﾞﾝｸﾞﾏｼﾝによる加振状況

防振支持脚

鋼材端部支持材

アングル

木質系フローリング 厚12

パーチ・鋼材つなぎ材 パーティクルボード 厚20

図２ 試験体概要図

図1 実験住戸と各測定位置（3階⇒2階）

※1 加振位置及び受音位置：①～⑤
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設置本数
鋼材重量
（㎏/㎡）

NO.1 居室②躯体床素面 - -

NO.2 従来型(乾式二重床)①

NO.3 従来型(乾式二重床)②

NO.4 鋼管設置型① 10 9.5

NO.5 鋼管設置型② 18 17.1

NO.6 鋼材設置型③ 6 5.7

NO.7 アングル設置型④ 6 7.2 130

NO.8 居室①躯体床素面 - -

NO.9 従来型(乾式二重床)③

NO.10 アングル設置型① 10 11.8

NO.11 アングル設置型② 6 7.2

NO.12 アングル設置型③ 5 5.9

NO.13 アングル設置型⑤ 5 3.8

施工室

居室② 105

-

試験体名

居室①
130

試験体
NO.

-

フローリング仕上

備考

-

-

-

構成
仕上高
（㎜）

フローリング仕上

表１ 試験体仕様
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２．３測定方法

（１）床衝撃音レベル

表２（１）に測定に使用した機器を示し、写真１，２

に測定時の写真を示す。測定はJIS A 1418-1・-2：2000

『建築物の現場における床衝撃音レベルの測定方法』に

基づいて、軽量床衝撃源(タッピングマシン)および重量

床衝撃源(衝撃力特性１＝バングマシンと衝撃力特性２＝

インパクトボール)によって加振し、床上①「0.7m」、②

「0.9m」③、「1.1m」、④「1.3m」、⑤「1.5m」(図１①

～⑤参照）の位置に設置したマイクロフォンにより直下

階居室の床衝撃音レベルを測定する。

（２）振動測定

表２（２）に測定に使用した機器を示す。測定は床面

に加速度ピックアップを取り付け、インパクトハンマー

で加振することにより振動測定を行う。

３．結果

本報では、表１の試験体の中で居住空間が広い居室①

を対象に、通常の乾式二重床である従来型(乾式二重床)

③(以降 NO.9 と記す）と、最も鋼材本数の多いアングル

設置型① (以降 NO.10 と記す) について結果を記載する。

３．１軽量衝撃音

図３（１）に、軽量床衝撃音発生器(タッピングマシ

ン)による測定結果を示す。図から、居室①躯体床素面

(以降 NO.8 と記す)の床衝撃音レベルは LL-80(82)となっ

た。一方、NO.9・NO.10 では、LL-60(59)・LL-60(59)とな

り両試験体ともに躯体床素面と比べ大幅な改善となった。

３．２重量衝撃音

図３（２）に、重量床衝撃音発生器(バングマシン)に

よる測定結果を示す。図から、NO.8 の床衝撃音レベルは

LH-70(68)となった。一方、NO.9・NO.10 の床衝撃音レベ

ルはそれぞれ LH-65(66)・LH-65(64)となり、NO.10 は従

来型よりも若干の改善がみられた。

３．３インパクトボール

図３（３）に、インパクトボールによる測定結果を示

す。図から NO.8 の床衝撃音レベルは LH-60(62)となった。

一方、NO.9・NO.10 の床衝撃音レベルはそれぞれ LH-

55(56)・LH-50(51)となり、NO.10 では２ランク改善した。

４．まとめ

表３に床遮音性能一覧を示す。本提案工法の試験体仕

様の一つであるアングル設置型①は、タッピングマシン

における結果では、従来型の性能を維持し、従来型(乾式

二重床)では改善が難しいとされているバングマシンにお

ける結果では、１ランク程度の改善が確認された。また、

比較的実生活音に近いインパクトボールにおいては２ラ

ンクの改善がみられた。

本報で示した他の試験体仕様においても概ね、従来型

より改善量が大きいことを確認でき、本提案工法の床衝

撃音に対する有効性を確認した。

本報では、大規模な改修を必要としない床衝撃音改善

工法の提案を行い、遮音性能の確認を行った。次報では、

振動測定結果（振動速度、インピーダンスレベル）につ

いての結果を報告する。

測定項目 メーカー・機番

軽量床衝撃音発生器
(タッピングマシン)

リオン製／軽量床衝撃音発生器 ＦＩ－０１

重量床衝撃音発生器
(バングマシン)

リオン製／重量床衝撃音発生器 ＦＩ－０２

重量床衝撃音発生器

(インパクトボール)
リオン製／重量床衝撃音発生器 ＹＩ－０１

マイクロホフォン

騒音計

オクターブ分析器

加振装置 インパクトハンマー ㈱東陽テクニカ製／インパクトハンマー ０８６Ｄ２０

測定機器 ピックアップ リオン製／圧電式加速度ピックアップ ＰＶ－８７

測定器名

リオン製／精密騒音計 ＮＡ－２８

(1)床衝撃

音
レベル

(2)振動測定

受音装置

衝撃装置

表２ 使用測定機器
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（１）軽量衝撃音(タッピングマシン加振)
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（２）重量衝撃音(バングマシン加振)

図３ 床衝撃音レベル測定結果
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（３）重量衝撃音(インパクトボール加振)

試験体
NO.

名称 Li,r, L Li,Fmax,r,H(1) Li,Fmax,r,H(2)

NO.8 躯体素面 80 (82) 70 (68) 60 (62)

NO.9
従来型

(乾式二重床)③
60 (59) 65 (66) 55 (56)

NO.10 アングル設置型① 60 (59) 65 (64) 50 (51)

表３ 床遮音性能一覧
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